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地 向斜地 域の 鉱床 ， と くに 古生層 中の マ ンガ ン鉱床の 分布
＊

広　　渡 文　　利 ＊＊

（1968年 5 月11日　受 理 ）

1．は じ め に

　 マ ン ガ ン鉱床に 限 らず ， 各種の鉱床の成因を究明する

こ とは，鉱床学の 最終 の 目的で ある．つ ま り， そ れぞれ

の 鉱床を構成す る 鉱石元素が，どの よ うな場所 （地質学

的環境）で ，どの よ うな生成条件 （天然に お け る物理 化

学的条件） の 下で ， 濃集 。生成 した か を知 る こ とで あ

る．私は 今 日 まで マ ン ガ ン 鉱床を研究対象と し て，主 と

して 鉱床を構成す る鉱石鉱物の 鉱物学的性質お よ び鉱床

の 産状 ・共生関係に つ い て仕事をすすめ て きた．

　 こ の た び地向斜堆積物 の 総合的研究 に 参加 させ て 戴 い

た機会に ， 各地域 に 広 く分布す る マ ン ガ ン 鉱床の 地理的

分布および鉱床 を胚胎す る母岩の 地質時代に つ い て ，今

日 まで に 収集した 資料を 提供 し たい ．しか しなが ら，い

まだ資料不足で ， 不十分 の と こ ろ，間違 っ て い る とこ ろ

が 多い と思 うが，ご教示，ご批判を頂 け れば幸で ある・

した が っ て ，そ れ ぞ れ の 鉱床 の 鉱石鉱物 の 種類，産状 ・

共生関係，鉱床 の 形態 ・規模な どに つ い て は 触れない ．

　報告に あた っ て 終始 ご指導とご助言を賜わ っ た九州大

学吉村豊 文教授 に 感 謝申 し上 げ る＊＊＊．ま た，地 質調査 所

在勤申，調査研究 の 機会を与えて 下さ っ た兼子勝前所長

・斉藤正 次前所長 ・佐藤光之助所長 に 深謝す る．

H ．マ ン ガ ン 鉱床の 成困 に つ いて

　古生層の マ ン ガ ン鉱床 の成因に つ い て は，古 くか ら キ

ース ラ ガ ーお よ び黒鉱 々 床 と と もに 論義され て き た （吉

村，1938
，
1942

，
1952；渡辺 ，

1957
，

1962
，
1965；今井，

1959）．　 とくに最近で は 数圓に わ た っ て鉱床の 成因に 関

す る 討 論会 が 行 な わ れて い る （日地質学会66年 々 会，

1959； 秋季 連合講演会，1960； 春季 大会分科研究会 ，

1962）． 現在 まで い ろ い ろ の 考 え方が 述 べ られて きたが

（吉村，1967），今 日に お ける 成因説は，　 つ ぎの 2 つ の

考 え方 に 要約す る こ とがで きる．

　 その 1 つ は ， 鉱床 は 地向斜初期の火成活動に伴っ て マ

ン ガ ン 元素が供給され，地向斜堆積物 と岡時期に 濃集 ・

沈積 した とす る考 え方で ， 同成説 （syngenesis ＞と呼 ん

　 ＊ 1968年 4月 2 日 日本地質 学会第75周年記念討 論会 で 講演
＊＊

九州大学理学部地質学教 室
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この 研究 の 一部 は ，文学省科学研究費 （総 合研究）に ょ る援助に ょ
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数回，層序学 を専攻 され る方か ら尋 ね られ た こと が あ る．
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で い る．い ま 1 つ の 説は ， 鉱旅 は 地向斜 か ら造 山帯 へ と

発展す る末期に ， 地下深所か らある種 の 弱線 に そ っ て 上

昇して きた熱水溶液に よ っ て 母岩およびその
一

部を交代

して 生成 したとす る考 え 方で ， 後成 説 （epigenesis ） と

呼んで い る。こ れ らの 2 つ の 成因説は ， 個 々 の 研究者に

よ っ て ニ ュ ア ン ス が 違 う点が あ る が，要す る に 鉱床 が鉱

床を胚胎す る母岩 の堆積 と同成的 に生 成 した か，後成的

に 生成 した か と い う点 に 両者の 違 い が あ る．　 した が っ

て
， ど ち らの 考 え方を と る か は，鉱床 の 研究者 は もち ろ

ん，鉱床の探査 に従事す る鉱床技術者に と っ て も重要な

問題 で あ る が ， さ らに 層序学関係 の 研究者に も璽要 な 意

味をもつ と考 え られ る．何故な ら ば，い まか りに 同成説

をとる ならば，化石 に 乏 しい 秩父古生層の 中で と くに チ

ャ
ートの 卓越す る地域 の 層 序 ・構 造 を組 み た て る の に，

マ ン ガ ン 鉱床 が鍵層 の 1 つ と して 使 え る か も知 れ な い

し，逆 に 後成説 とす る な らば，ま っ た く無意味に な っ て

しま うか らで あ る
＊ ＊ ＊＊，

　 こ の ように マ ン ガ ン 鉱昧の 成因を解明す る こ と は，い

ろい ろ の 意味で 重 要 な 問題をもっ て い るに もかかわら

ず，学会で は い ま だ論争 が 続 け ら れ て い る 現状で ある．

そ の理 由は ， （i） マ ン ガ ン を構成する 鉱石鉱物の 種類 が

多 くか つ 複雑で ある こ と．（ii）鉱床 の 数が多 く広範囲に

分布 して い る こ と．　 （iii）鉱床の 形 が複雑 で 種々 の タ イ

プ の 鉱床が あ る こ と．　（iv）鉱床 を胚 胎す る母岩 の 種 類

が 多く構造が 複雑で ある こ と な どが あげ られ るが ， さ ら

に マ ン ガ ン 鉱床が 地 向斜地 域の 鉱床 と して 複雑な構造発

達史をも っ て い る こ と も， 鉱床の 成因を複雑に して い る

理由の 1 つ で あろ う．

nl，マ ン ガ ン 鉱床の 種類

　さ て ，
こ の よ うな複雑な 成因 を も っ て い る マ ン ガ ン 鉱

床の分類が ， 複雑で難か しい こ とは ， 吉村 （1967） に ょ

っ て 述 べ られ て い る．こ こ で は簡単に マ ン ガ ン 鉱床の形

と鉱床 を胚 胎 す る母 岩 の種 類 （地 質 時 代 ） に よ っ て 分 類

して み た．その 結果を第 1表に 示す．CA）は鉱床 （鉱体）

の 形 が
一

般に 層状，　 レ ン ズ 状，　 ま た は不規則塊状を是

し，鉱体が 母 岩 の 層理 面 に ほ ぼ 整合的で あ る もの ．こ の

種 の 鉱床は ， その数が も っ と も多くか つ もっ と も広範囲

に存在す る．す なわ ち， 古生層（秩父累帯）， 中生層 （四

万 十帯 ・日高層 群）， 第 三 紀層 （始新世 ・中新世），第 四
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第 ・ 表 鷸芝麟 蠡
腟胎す姆 岩 の

（A ） 層状 ，
レ ン ズ 状，不 規 則塊状の 鉄床

　1 ）吉 生層 （秩 父 累 帯 ）中 に 胚 胎 す る 鉱 床

　2 ）変成岩 （三 波」［1・領家 ●三 郡 9 阿武 隈 ）　r旨lt胚 号台

　　　す る 鉄床

　3）中生 層 （四 万十 帯 ・日高層群）中 に 胚 胎 す る 鉱 床

　4 ）第三 紀 （中新世 ・始 新 匿） 中 に 胚 胎す る 鉱 床

　5 ）第 四紀層 （現 世 ）中に 胚胎 す る 鉱床

（B ）　脈 状の 鉱床

　1）古生 層 中 に 胚 胎 す る 鉱床　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　 2）変成岩 （飛 弾 ） 中 に 胚 胎 す る鉱 床

　3）第三 紀 （中新世 ）中に 胚 胎 す る鉱床

　4 ） 火 成岩 （花 こ う閃緑 岩 ・花 こ う岩 ・輝緑 岩 ・流 紋

　　　岩 ・安山岩 な ど） 中に 胚 胎 す る鉱床

紀層 （現世）お よ び変成帯 （三 波H［・三 郡 ・領冢 ・御在

所 ・西彼杵 。筑後変成岩類）　中に胚胎す る． （B）は銹床

（鉱体） の 形が 脈状を呈 し， 母岩の 層理面 を切 っ て 斜交

す る もの．　 こ の 種 の 鉱床は ， 古生 層 （秩父累帯）， 第三

紀層 （中新世 ）， 変成帯 （飛騨変成岩） お よび各種 の 火

成岩類 （花 こう岩 ・花 こ う閃緑岩 ； 流紋岩 ・輝緑岩 ・安

il」岩な ど）中に胚胎す る．

　 こ れ らの 鉱床は ，非常に 大規模の もの か ら小規模の も

の まで あ り， ま た数年間稼働 して 休山したもの か ら数 10

年闔稼働を続けて い る鉱山もあ る。1946年以降 の 鉱 山数

は 約 1160 鉱山に お よ ぷ が，   の 鉱床 に 属す る もの は 約

1000鉱山に 達す る．こ こで は ｛B）の鉱床に つ い て は 省略

し，  の 鉱床 に つ い て 述べ る こ とに す る．

IV．マ ン ガ ン 鉱床の 分 布 と母 岩の 地質時代

　第 1 図に マ ン ガ ン 鉱床 の分布を示す．この 図 は地質調

査所発行 （1956，1964） の 200 万の 1地質図を原図 と し

て ， 鉱山の 位置をプ ロ ッ トした もの で あ る． 鉱山の 資

料に つ い て は，筆者の 調査資料をもとに，既存の資料を

参考 に した （吉村，19
’
52

，
1967；国内鉄鋼原料調査第 1 〜

5報 ，
1962 〜 1966；地質調査所， 50万分の 1，20万分 の

1 ，7．5 万 分 の 1，5万分 の 1地質図幅； 各県発行地質

鉱産図； 南部 ，

「
1958，1959

，
1960

，
1966； な ど）． 鉱 山

の 位置 を プ ロ
ッ トす る に あた っ て は ， 主 と して 規模 の大

きい 代表的 な もの お よび あ る地域で 特徴的な もの を掲載

した．した が っ て 全 体 を み る と地 域に よ っ て 精 粗 が あ ら

われて い る．・印は｛A）の鉱床，
x 印 は（B＞の 鉱床で ある．

鉱山の 数は 約520で あ る．

　地 質 は古 生 層 ・ 変成 帯の み を記入 した．古生層 は 秩父

累帯 （二 畳系
一

石炭系） と三 宝 山層群を
一

括 した．変成

幣は三 波川 ・三 郡 ・領家 ・陣武隈変成岩類 に分け，西彼

杵 ・筑後変成岩類 は 三 郡変成岩類に 包含した．以下各地

域 ご と に 順をお っ て 説明 す る．

　ω 北 海 道 地 方

　古生層 の もの は西南部の 松前地 域 に わず か に 分布する

の み で ， い ず れ も小規模の もの で あ る．御 三 岳，江 良鉱

山な どが ある．中生層中の もの は東北部 の 常 呂 ・北見地

域 ， お よび 士別 ・日 高地域 に 見られ る． 常 呂地域 は ジ

a ラ系 とい わ れ 鉱床 は鉄 マ ン が 卓越す る．仁倉，国力鉱

山が代表例で ある． 北見地域 は 日高層群 とい われ，　 日

の 出，若狭，訓子府鉱山など が ある．士甥 ・日高地域

は 日 高層群か ら な り， 士別 ・荻伏 ・日宝鉱山な ど が あ

る．第三 紀層の もの は西南部の 今金，狩場山， 瀬糊地域

に 集中的 に 分 布す る．申新世 の 訓 縫 層 群上 部 お よび八 雲

層群 との境界付近 に 胚胎す る （秋葉，
1958； 土居 ，

1961

a
，
196ユb ，

1961c；針谷 ，
1961）．ピ リカ， メ ッ プ，永

豊 ， 竜 武 ， 賀老 ， 石 淵 ，
セ イ ヨ ベ ツ 鉱 山 な どが あ る．第

四紀 （現世）層の もの は火山温泉沈澱物 と して 産 す る も

ので，阿寒岳，駒 ケ岳，大雪山，十勝岳付近 に見 られ る

（針谷 ・原 田，1957； 針谷1961）．

（2） 東 北 地 方

　古生層中の もの で もっ と も広範囲に しか も集中す る地

域 は，岩手県 九 戸郡軽米町付近 か ら山形村に い た る地域

と宮古 ・釜石地域で ある．盛岡
一

釜石を結ぶ NW 線以

南に は ま っ た く見 られない ．本地域 は 大規模の 鉱床 が 多

く鉱床 の数も多い ．野 田玉 川 ・高松 ・舟 子 沢 ・小玉 川 ・

川井 ・横地 ・藤倉 ・
滝

・日野沢 ・第一
福士 ・大谷由 ・花

輪，木郷鉱山な どの 大 鉱床が あ る ．また，福島県 と新潟

県境の耶麻地域に も少数なが ら分布す る が，規模 は 小さ

い ，久良谷 ・一の 木鉱山などがある ．

　巾生 層 の もの で は，岩手県 田野畑地 域 に わ ずか に 分布

す る．本地 域 は ジ ュ ラ系 とい わ れ る．田 野畑 ・明戸鉱山

がある。第 三 紀層の もの で は， 青森県深浦地域 と秋田県

大館地域で あ る。深浦地域で は 鉱床 は，中新世の 大 戸 瀬

層 （台島階），田野沢層 （西黒沢階），大 滝 層 （女川階）

中に 胚胎する （盛谷，1964； 盛谷 ・上村，1964； 盛谷，

1963）．本地域に は 鉱床 が 密集 し，大戸瀬，と どろ木・南

股 ・丸山
・岩崎

・大 岱
・小雪沢 ・

久遠寺鉱山な ど が代表

的で あ る．そ の ほ か，秋田県（白岩鉱 rLl），宮城県 （宮崎

鉱山）， 福島県 （宝 坂 ・玉 路 鉱 山 ） に 点 在す る．　第 四 紀

（現世）の もの は岩手県 （夏油），　福島県 （沼沢 沼）に

知 ら れ て い る に すぎな い ．変成帯 の もの で は 阿武隈の 御

在所 変成岩申に分布す る．本地域 は鉄 マ ン 鉱 床 が 卓越す

る．小平 ・秋葉山 ・御在所鉱山な ど が あ る （南部，1966）
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　（3） 関　東　地　方

　古生層中の もの で も っ と も集中す る地域は ， 足尾山地

と秩父山地 で あ る．足 尾山地で は 桐生
一

鹿沼を結ぶ NE

線以 南 に は ， 鉱 床が 少 な い が NE 線以北で は著し く密集

する．古 くか ら開発 の すすん だ 地 域で 重 要 な鉱床 区 の ユ

つ で ある．加蘇 ・高平 ・野峯 ・上菱 ・真名子 ・大柿
・
昭

和 ・萩平 ・花 輪 ・中野山鉱山な ど が 代表的で ある．秩父

山地で は 山中地溝帯を挾んで 北帯 と南帯に 分けられ る．

北帯で は群馬県多野郡万場地域 に 分布す る．塩沢 ・高塩

・宮沢 ・日野 沢 鉱 山 な どが あ る ．南帯で は 埼玉 県入 間郡

飯能 か ら秩父鉱山に わ た っ て 分布す る．規模が 小 さ く重

要な鉱山は ない．大蔵 ・吾野 ・白丸鉱山な どがあ る．

　（4） 中　部　地　方

　 内帯 の 古生 層申の もの で 重要 な地域 は，長野県上 伊那

郡辰野地域か ら西筑摩郡福島地域 に わ た る 地域で ある．

浜横川 ・唐木沢 ・上伊那 ・清瑞 ・宝珠 ・玉滝鉱山な どが

代表的で あ る．ま た松本市 の 西方に も分布する が 重要 な

もの は な い ．い ま 1 つ の重要 な 地域 は ， 飛 騨山地 と鈴鹿

山地で ある．飛騨山地 で は岐阜県武儀郡美濃地域か ら本

巣郡根尾 地 域 に わ た っ て 分布す る が，揖斐川 以 西で は あ

ま り見ら
．
れない．本地域に は 小規模 の 鉱床 が 多い が ， 鶴

巻 ・野 々 倉 ・倉木 ・栗栖などの 比較的大鉱床 もある．鈴

鹿地域で は伊吹山か ら滋賀県彦根地域，岐阜県不破郡養

老 地域に わ た っ て 分布す る．弥栄 ・平子 ・千珠 ・大 掘 鉱

山 な どが 代表例で あ る．一
方外帯 の 古生層中に は あ ま り

知 られ て い な い ．長 野 県上 伊那郡美和村戸台，静岡県大

知波付近 に 知 られて い るに す ぎない ．第三 紀層の もの は

能登半島 に 分布す る．鉱床は中新世の 黒瀬谷層 （西黒沢

階）中に 胚胎す る （今井，1963）． 瀬 嵐 ・佐 波 ・黒 崎鉱

山が あ る （吉村，1952）．

　変成帯 の もの で は 愛知県北設楽郡設楽町 地域に分布す

る．領家変成岩中に 胚胎す る 鉱床 で ，田 口 ・段戸 ・臼鳥

・共栄 ・大豊鉱山がある．

　（5｝ 近 　畿　地　方

　内帯 の 古生層中の なか で 重要な地域は，琵琶湖西部 に

広範囲に 分布す る 丹 波地 域 で あ る・滋賀県高島郡朽木 地

域 か ら京都府北桑田郡京北 ・美山地域 ，　船井郡園部地

域，　さ らに福井県遠敷郡名田庄地域に わ た っ て 分布す

る．古くか ら開発 さ れた地域で あ る が ， 鉱山の 数 が 多い

わ りに 大鉱床 が少ない ，道奥谷 ・弥谷 ・新大谷 ・向山
・

主有谷 ・梅木 ・高島 ・御宮前 ・熊川 ・槇谷
・
足 谷鉱 山な

どが あ る．い ま 1 つ は 宇治川流域で ， 滋 賀県 栗太 郡瀬多

地域 に分布す る．五 百井 ・焼野 ・三 雲鉱山な ど が あ る．

＊ 愛媛大学宮久三千年の 談話に よ る．

　外帯の古生層の もので は ， 奈良県吉野地域 に分布する

が ， 鉱床の 数 は少ない ．豊隆 ・高原 ・第 1臼倉鉱 rJ．1な ど

が あ る．申生 層の もの は和歌 山県日高郡 竜神地域 に 知 ら

れ て い るに す ぎな い．鉱床 は 四 万十帯の 日高川層群に 脛

胎する．竜神鉱由が ある．

　（6＞ 中　国　地　方

　古生層中 の もので は ， 山 口県玖珂地域 と島根県津和野

地 域で あ る玖珂地域で は 岩 国 か ら玖珂 郡
一帯に 分布す

る．地 域 は 狭い が 小規模 の 鉱床が多い・古宿 ・畑 ・廿木

・蓮華 ・天尾 ・南桑 ・久杉 ・堤鉱山などで あ る．津和野

地域で は ， 島根県鹿足郡津和野地域に 集中 して 分布す

る ．青原 ・膏金 ・本光寺 。畠 ケ 迫 鉱山が ある ．変成 帯の

もの で は，鳥取県八頭地域と山 口県柳井地域で あ る．八

頭地域で は鉱床は三 郡変成岩中に 胚胎する ．智頭 ・大伊

谷 ・奥谷 ・茅谷 ・大村 ・栃平 ・山王 鉱山な ど が あ る （山

田，196ユ）．　 また岡山県勝山町に も三 郡変成岩中に 胚胎

す る鉱床が知られて い る （桃井 ， 1964）．柳井地域 で は ，

領家変成岩中 に 胚 胎 す る 鉱床で 福巻 ・福栄鉱山が あ る

（広渡，ユ961）．

　（7＞ 四　国　地　方

　古生層中の もの は，徳島県，高知県，愛媛県に わ た っ

て 東西 に分布す る．徳島県で は鉱床 の 数は 少ない が，高

知県，愛援県で は密集す る．四 国地方 の 古生層は，北か

ら南 に 北帯 ・中帯 ・南帯 に 分 帯 され て い る．北 帯に 分 布

す る 鉱山は，西 よ り大洲 ・南山
・
信木 ・橘 ・大 丈 ・穴内

・松尾 ・韮生 ・物部 ・土須鉱山な ど．中帯に 分布す る鉱

山は ， 俵津 ・第 2 小笠原 ・貝 吹 ・嵯峨谷 ・松原 ・大起 ・

古井 ・谷合鏑 jlな ど．南帯に 分布する 鉱山は，もっ と も

多く明間 。四道 。野村 。丸野 ・七 中ケ 森 ・’占市 。小松谷

・船戸 ・西 峯 ・白石 川 ・片岡 ・大栃鉱山な どで ある．中

生 層中の もの は ，徳島県南部に 分布する が ，こ れ は マ ン

ガ ン 鉄鉱 で あ る．変成帯 の もの で は ， 三 波川変成岩中の

もの と領家変成岩中の もの が ある，三 波川の もの は rF央

構造線付近 に 分布 し，構造 線 とほ ぼ 平行で あ る．西部 よ

り出海 ・上須戒 ・青葉山
・三 宝 ・古宮 ・成寿

・
鞍瀬 ・三

島 ・徳島鉱山が あ る．領家変成岩中の 鉱床 は，松山市東

部 お よび松 山 市北 西 の 中島に分布す る
＊．　福見川 鉱 山 が

知 ら れ て い る，

　（8） 九 州 地 方

　古生 層中の もの は，大分県南海部郡津久見 ・野津地域

か ら大 野 郡 大臼谷 ・木浦地域，お よ び 宮崎県西臼杵郡高

千穂地域，さ らに 熊本県球磨郡五 木 ・葦北郡白石地域 に

わた っ て 分布する。九州 の 古生層 も四国 と岡様 に北よ り

南に 向 っ て ， 北帯，中帯，南帯に 分帯 され て い る．北帯
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に分布す る鉱肉は ， 東よ り臼杵 ・姫ケ岳 ・仙の岳 ・河原

内 ・御 岳 ・イ ゲ 谷 ・種 山鉱 山 な ど．申 帯 に分 布 す る鉱山

は ， 風成 ・蔵富 ・
葛葉

・
大砥 ・小鶴 ・大五木 ・粟木鉱山

な ど．南帯に 分布す る鉱床 は，四浦 ・浅海井 ・千怒 ・下

払 ・垣 の 尾 ・小鹿倉 ・西 山 ・下鶴
・
岩戸

・秋元
・
中道

・

久蓮子 ・池 の 鶴 ・八 代 ・竹 の 川鉱山な どで あ る，

　中生層 （四万十帯）中の もの は ，宮崎県南浦 ・八 峡鉱

山．熊本県新橋鉱 山が知 られて い る．第三 紀層 （始新世）

中の もの は， 宮崎県上倉永鉱山が 知 られて い る． 変成

帯 の もの は断片的で あ る が ， 三 郡変成岩， VA
’
彼杵変成

岩 ， 筑後変成岩，領家変成岩中に 分布す る．三 郡変成岩

の もの は，福 岡県篠栗 。糸島地域，佐賀県厳木地域 に わ

ず か に知られ て い る．河内・的野鉱山な ど．西彼杵変成

岩の もの は，長崎県村松地域に 分布 して お り，村松 ・戸

根，三 重 ， 崎由鉱山が知 られて い る、筑後変成岩の もの

は，福岡県大牟田市，熊本県玉 名地域 に 知 られ て お り，

玉名 ・木葉鉱 山がある （吉村 ，
1958）． 領家変成岩 の も

の は 大分県朝地付近 に 知られて い る に すぎない ．

　以上で ，マ ン ガ ン鉱床 の 分布 と鉱床を胚胎す る母岩 の

地 質時代 に つ い て 簡単に 説明 し た が ，こ れ らの 結果を要

約すれ ば 第 2表 の と おりで あ る．衰 か ら分 る ように，マ

ン ガ ン 鉱床 は すぺ て の地質時代に 分布す るが，も っ と も

集中的に 分布す る の は 秩父古 生層申で ，
つ い で 第三 紀層

・変成岩中で あ る．

V ．古 生 層 申の マ ン ガ ン 鉱床の 母 岩

　 マ ン ガ ン 鉱床 が ，古生層 か ら第四 紀層まで 存在す る こ

とは 前述の とお りで ある が，大部分の 鉱床が古生層中 に

集申す る こ とは，第 1図 の 分布から明らかで あ る．した

が っ て こ こ で は古生 層中の 鉱床に 密接 に 関係す る母岩

（と くに 鉱体に接す る上 盤 ・下盤側 の岩石）の 種類と配

列 の順序に つ い て 簡単 に説明す る．鉱床を胚胎す る母岩

の 種類は ， チ te　
一ト （縞状チ ャ

ート・千枚珪岩，塊状 チ

ャ
ー

ト・塊状珪岩）， 粘板岩 ， 珪 質粘板岩 （チ
ャ
ート ・

粘板岩の 薄層 の 互 層）， 砂岩 ， 輝緑凝灰岩
＊，お よ び石灰

岩 ・マ ーブル 盤 （石灰質岩） な どで あ る．こ れ ら の 岩石

の 性質に つ い て は すで に報告 したの で （広渡， 1967），

説明 しない ．こ れらの岩石が，鉱体を中心に して 見掛上

の 上 盤側，お よ び下 盤儺に 存在する の で あ る が ，模式的

に 整理 して み れ ば つ ぎの 11通 りに分 け る こ とが で きる．

その 配列 の順序 を第 2 図に 示す，

　 この よ うに ， い ろい ろ の場合が観察され るが ， 鉱床が

チ ャ
ート （縞状 チ ャ

ート，塊状 チ ャ
ート）に 接する 場合

が もっ と も多い，した が っ て，こ れ ら の チ ャ
ートの 成因

は，マ ン ガ ン 鉱床 の成因を究明す る ため に 重要な聞題を

含んで い る と考えられ る．チ ャ
ー

トの 問題点 に つ い て は

総研 連絡紙 No ．1 （P ．62）に指摘した と お りで あ る．

第 2 表　　マ ン ガ ン 鉱床 （層 状 ，
レ ン ズ 状，不規則塊状） と 母岩 の 地 質時代 （試案）

鎗
西　　南　　 日　　 本

西 南 日本外 帯 　　 西南 日本内帯

東　　北　　 日　　本 il　　北　　海　 道1
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第 四 紀 Ii 口 　 ？ 圃 1第嚠 1稀 1稀 ［ 1第 四紀1稀 　稀

第
三

紀

新 ト亅M t　　　　　　　ト稀　II第奎聖糸，1 1刷 夥 1感 、1最多 1
司1稀 1稀 1 E ー1 ーー

・オ需 阿 研爺「一 睡 層［x
’

1 11 酬
秩
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北

目
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中

L虹
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多

中
｝

多

申 少

少

　
　
多

山

陰

　

山

陽

最

多

秩
父
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帯

最

　
　
多

北

南

中

申

最

多

中

最

多

高

群

日

層 沙

変

成

帯

（

右
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層）

領家 圃 少 稀 回厩 所 　 　 i列 　［ 1
三 郡 1「i 目 少 少 1 …

三 測 … 中 ？ 1 1三 測 5 T

少
（
Y

鉱 山数 ：最 多 〉 多 〉 申〉 少 〉稀 こ の 表 は 1968年 4月 現 在 の 資 料 に 基 づ く．

＊
火 山岩．火 山砕屑岩，輝緑岩，凝灰岩な どを一一・括 し た もの ．
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　　　　　 W ．む　 す　　び

　以 上 ，地 向斜地域 の 鉱床 と して と くに古生

層中の マ ン ガ ン 鉱床 の 成因に 関連 し て ，今 日

に お け る成因説を紹介し，マ ン ガ ン 鉱床 の成

因 を究 明 す る た め の基 礎資料 の 1 つ と して ，

鉱床の 地 理 的分布お よ び鉱床を胚胎す る母岩

の 地質時代に つ い て 試案を提供 した．さ ら に ，

古生層中の 鉱床 の 母岩 の 種類 と ， 上 ・
下盤の

配列の 順序を述べ ，と くに 鉱床 に密接す る チ

ャ
ートの 問題 点 を提供 した．

齶翻 繼 薫
圄 1 崔≡≡ヨ 2 國 3 匡三垂ヨ4 巨≡羣ヨ5E≡li．ヨ6 匿璽Σヨフ 鬮 8 凾 g

　 第 2 図 　 古 生 層中の マ ン ガ ン 鉱床 を 胚胎す る 上 ・下盤 の 岩石

　　　1 ： 鉱 体，2 ；縞状 チ ャ
ー

ト，3 ： 塊状チ ャ
ート，

4 ： 粘

　　 板 岩 ，
5 ：石 灰 岩，　 6 ： 珪 質粘板 岩，　 7 ： 輝 緑 凝 灰 岩，

　 　 　 8

　　　　　　　　　　　　　こ れ らの 問題 に つ い て，層

序学 ・堆積学 ・地 史学 ・構 造 地 質 学 者 の 立 場か ら ご教 示

頂ければ幸で あるt
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「地向斜地域の鉱床 ， と くに古生層の マ ン ガ ン鉱床」に関す る討論

一丹 波 地 帯 の 層 状 マ ン ガ ン 鉱 床
一

井　　本 伸　　広
＊

（1968年 4 月 30 日　受理 ）

　丹 波地帯に お い て
， 層状マ ン ガ ン 鉱床は ，シ ャ

ール シ

＝ タ イ ン の 発達す る層準の 下位 に位置す る層状チ ャ
ート

中に 胚胎 さ れ て い る．こ の 層準 は，坂 口重 雄 （1961） に

よる丹波層群下部亜層群 に対比 され る．ま た ， 足尾山地

に お い て は ， 渡辺 武男他 （1957）に よ っ て ， 葛生石灰岩

層 の 下 位 に ， 鉱床 の 胚 胎 ざれ る層 準の 位 置 す る こ とが 明

らか に されて きて い る．こ の よ うに ，
マ ン ガ ン 鉱床 が ，

日本 の 宙生界 の なかで ，ほ ぼ 同時代に 相当する，特定の

層準に胚胎さ れ る可能性が見出され て きて い る が
， さ ら

に北部北上 山地 ， 中部地方， 美濃山地，四 国西部な どの

鉱床 の 密集す る地域 に お け る，広範囲 に わたる 層序学的

な検討が 急 が れ る．

　主要な鉱床母岩で ある ， 層状チ e
一トに 関す る地球化

学的，堆積学的な側面 か らの 検討 も，鉱床 の 生成機構を

明 らか に す る上 か ら ， 重 要な 課題 とな ろ う．丹 波地帯 に

お い て ， 鉱床 を伴う多数の層状 チ ャ
ート層 に つ い て ， 鉱

床の 規模 と チ ャ
ー

ト層 の 層厚，連続性な どに 関連の ある

こ とが 知 られ て きて い る ．こ の こ と は，層状チ ャ
ートの

形成 と鉱床の 成因 に 密接なつ なが りの あ る こ とを意味 し

て い る と考 えられ る．

　 マ ン ガ ン鉱床 の 上 ・下盤に 特徴的な岩石を伴 うこ とは，

広 く知 られ て い る ．と くに，下盤側に 普遍 的に伴 わ れ る

塊状 チ ャ
ート （親盤） は

，
い わゆ る 赤自珪石 に 類似した

組織を有 し，微粒の赤鉄鉱 緑泥石，黒色不透明物質な

どに よ っ て ，著 し く汚 染 され て い る こ とが 特徴 で あ るが ，

＊
京都教育大学地学教室

丹波地帯 に お い て は ，と りわ け ， 黒 色 不 透 明 物質 に よ っ

て 汚染 されて い る こ とが 多い ．吉村豊文 （1967） の総括

に よれば，親盤中の 黒色物質 は カ
ー

ボ ン ブ ラ ッ ク 様の 炭

素鉱物で あ る こ とが 明らか ICされて い る．吉村 は炭素鉱

物 の 形成 を， 比較的低温に お ける ， ガ ス 状態か ら の析出

遊離 に よ る もの で あろ うと の べ て い る が ，同成説の 立場

か らは，有機物起源 の 可能性 も検討ずる 必要 が あ ろ う・

　 こ の ように，層状チ 1・　一トと異なる特徴を示す下盤塊

状 チ ャ
ートの研 究は，マ ン ガ ン 鉱床の 成因を考 え る 上 に

役立 つ ばか りで な く， 層状 チ ャ
ートの 成困を知 る 上 に

も，有効な資料を提供す るで あろ う，

　 マ ン ガ ン 鉱床の 生 成機構 の 解 明 は，　 チ ャ
ー

ト を は じ

め ，そ の 他の 地向斜堆積物の 研究 と 密接 に 関連づ けて 進

め られ な け れ ば な ら ない が，一
方，マ ン ガ ン 鉱床 自体 の

研究 も， 古 生 代地 向斜 の 発 展 過 程 を具体的 に 明 らか に し

て い く上 で
， 璽要な手が か りと な る で あ ろ う．

　　　　　　　　　　夊　　　献

SAKAGucHI ，　S ，　（1961），

’
Stratigraphy　and 　a 　pal−

　aeontotogy 　of　 the　 South 　 Tamba 　 district，　 Part

　I，　Stratigraphy．　Mem ．　Osaka　Galeugei　Univ．，

　vol ．　10，　35− 76．

獲辺 武 男 他 （1957），足 尾 山 地 地 質図 お よ び 同 説 明 書．栃

　 木 県．

吉村豊 文 （1967）， 日本 の マ ン ガ ン 鉱床 補遺・九 大 理 学

　部研 報 ， 地 質 vol ．9，特 別 号 1．

古生 層中の 鉱床に比 較した場合の第三紀層状 マ ン ガ ン鉱床の 特性 と問題点

盛　　谷 智　 　之 ＊

（1968年 4 月11日　受 理 ）

　古生層中 の層状鉱床の 成因 に つ い て は 同成説 と後成説

の 2 つ の 対立 す る 見解が ある の に 対 し，第三 紀層中の ぞ

＊
地 質調査所

れ は 中性 ・塩基性火山噴出の 後火 山活動段階の 海底温泉

の 供給 に よ る 同成的鉱 床 だ と
一

致 して 考 え られ て い る．

　 そ の 根拠 は， 分布 が グ リ
ー

ン タ フ 地域に 限 られ る こ
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と，玄武岩 ・zarl］岩な どの火 山性複合体 の直上位の 地層

中 に偏在す る こ と，鉱体の 形が厳密な意味で の 層で なく

温泉湧出に 関連す る と考 え られ る 局所的ふ くら み をもつ

レ ン ズ状 ・塊状で あ る こ と，珪質岩 レ ン ズ やモ ン モ リ『

ナ イ トなどの 粘土化層をともなうこ と，などで ある．こ

の よ うに 火 1∫卜 堆積性起源で ある こ とか ら ， そ の研究は

堆積環境 （沈積機構） と火山性供給作用 の 2 つ の側面 か

らの ア プ ロ
ー

チ が 可能 とな る．前者 の 立場か ら は層位 ・

構造上の 位置 ， 胚胎母層 の 岩柑 を 明 らか に す る 必要 が あ

る．

　 層位に 関 して は ， すで に 報告 し た よ うに ，第三紀層状

鉱床 は，下部緑色凝灰岩類を基盤と して そ の上 に薄い地

層 が の る ような場所 の，西黒沢階〜女川 階基底都 まで の

地層中に 集中 して お り，こ れ は グ リーン タ フ 地 域全 域 に
．
わ た っ て 共通 して 認 め られる．古生層中の層状鉱床 の場

合もそ れ が 同成的で ある とすれば層位上 の 偏在性 が 当然

明ら か に され ね ば な ら ない だ ろ う．

　 胚胎地層の 岩相は，第三 紀層中の 鉱床 の場合 は大局的

に は堆積
．
岩層 の 基底相をあらわす礫岩 ・砂岩で あ り，そ

れ に 海綿密集層 ‘ サ ン ゴ を含 む 石灰岩 な ど浅海性 と考 え

られ る 化石 に 富 み，全体 と して 粗粒相 ・浅海相 を示す．

これ に 対 して，古生層中の もの で は縞状 チ ャ
ー

トが母岩

の こ とが 多い とされ，細粒相 ・やや 深海相をあ らわ して

お り，両者に は 大 きい 堆積輪廻の 上 で 明瞭 な ち が い が あ

る よ うに思われ る．しか し，ど ちらも火山性複合体に と

もなうとい う共通性が あり，こ の こ とは一般の堆積環境

よ りも火山活動 とい う要因 の 方 が よ り強 く影響 す る とい

うこ とを示す の で あ ろ うか．

　岩相で 特 に 注 目され る の は，第三 紀層状マ ン ガ ン 鉱床

に ほ と ん どが か な らず鐘質岩 （虎石） レ ン ズ を と もな う

こ とで ， 類似 の岩相は 「司 じグ リーン タ フ 地域 の 黒鉱 ・褐

鉄鉱 ・ドロ マ イ ト・燐鉱 な どの 鉱床 ｝とも発達す る こ とが

知 られ て い る．こ れ は古生 層申の 鉱床 に み ら れ る 塊状 チ

ャ
ートに相当す る の で は ない か と考 え られ る．おそら く

こ の 種の 珪質岩は鉱床 の 成因を解明す る上で 重要な手 が

かりを与える もの で あろ う．

　マ ン ガ ン の 供給源 に つ い て は ， 海底温泉作用 に求め る

に して も，その 場含鉱石成分の 起 源 と し て 考 え られ て い

る もの に，火山岩の 変質 に よる 成分溶出， 深部 の マ ン ガ

ン 鉱床の 再生，マ グ マ の 分化作用な どが ある．こ れ ら の

可能性は 今後 1 つ 1 つ 厳密 な検討を要す る 聞題 で あ る．

Distribu髄on 　of 　the　Manganese 　Ore 　Deposits　in　Paleozoic　Formations 　of 　Japan

Fumitoshi　 HIRowATARI

．
（Abstract＞

　There　 are 　 a 　 large　 number 　 of　 manganese 　 ore

deposits　 in　 Japan　 which 　 are ．widely 　 distributed
from　Hokkaid6，　 through 　Honsh負 and 　Shikoku，　 to
Kyash負．　These　ore 　deposits　can 　be　divided　on 　the

basis　 of　shape 　of　the　ore 　bodies　and 　relations 　to

the　 country 　 rocks 　into　 the 　following　 two 　types ．

　（A ）Ore　deposits　forming 正enticular
，
　 layered　 or

irregular　massive 　types
，
　 which 　are 　generally　 com −

formable　to　the 　strata 　of 　the 　country 　rocks ．

　 （B）Ore　 deposits　 forming　 vein 　type　which 　ap −

parently　cuts 　 across 　the　strata
「
of　the　country

rocks ，

　In　this　paper ，　 geographical　distributioロ　of　the

type　A 　 ore 　deposits　 and 　 relationsh 至p　 between　the

ore　deposits　and 　geologicai　age 　of　the　country

rocks 　 are 　briefly　presented．　 The 　 ore 　 deposits　 of

the　type　A 　 occur 　in　formations 　 of 　 every 　geologi−

cal 　 age ，　 Thus
，
　 the 　 ore 　deposits　 are 　futher　 clas 一

sified 　int6　five　groups ．　 1＞Deposits　in　Paleozoic

（Chichibu 　for皿 ation ）　sediments ．2）　Deposits　in
Mesozoic （Shimanto ，

　 Hidaka 　 group ） sediments ．

3）Deposits　 in　 Tertiary （Eocene ，
　 Miocene ） sedi

−

ments ，4）Deposits　in　Quaternary（Recent ） sedi −

ments ．5） Deposits　 in　the 　metamorphic 　 rocks

（Ryoke ，　Sambagawa ，　Sangun，　and 　Abukuma ）．Fig．1
shows 　 the　 distribution　 of　 the　 malor 　 manganese

ore 　deposits．　 Furthermore，　 the　 relat 三〇n 　 between

the 　ore 　deposits　and 　geological　age 　of　the　country

rocks 　 can 　be　 summarjzed 　in　Table　2．

Comments

Nobuhjro　IMoTo ： StratotyPe　皿 anganese 　o「es　 in

　 　 the 　Tanba 　 area

Tomoyuki 　MoRITANI ： Tertiarア stratotype 　rnanga
＿

　　11ese　 ores 　 in　 compar 圭son 　 with 　the　Palaeozo呈c
　 　 ones ．・．
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